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は
じ
め
に

漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
『
万
葉
集
』
の
訓
み
が
現
在
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
に

定
ま
る
ま
で
に
は
、
非
常
に
長
い
訓
読
の
歴
史
が
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
訓
読

の
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
の
僧
・
仙
覚
と
江
戸
時
代
前
期
の
僧
・
契
沖
に
よ
っ
て

大
き
く
進
展
し
た
。
仙
覚
は
生
涯
に
大
き
く
二
度
の
『
万
葉
集
』
の
本
文
校
訂

を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
訓
の
な
か
っ
た
『
万
葉
集
』
歌
す
べ
て
に
訓
を
つ

け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
万
葉
集
』
の
す
べ
て
の
歌
が
一
旦
「
訓
め
る
」
よ
う

に
な
っ
た
。
一
方
、
契
沖
は
幅
広
い
文
献
学
の
知
見
に
基
づ
き
『
万
葉
集
』
の

全
歌
注
釈
書
『
万
葉
代
匠
記
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
万
葉
仮
名
の
用
法
を
帰
納

的
に
研
究
し
、
上
代
の
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）

。

し
か
し
、
仙
覚
以
降
、
契
沖
に
至
る
ま
で
に
『
万
葉
集
』
が
ど
の
よ
う
に
継

承
さ
れ
て
い
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
報
告
は
、
仙
覚
が
出

て
か
ら
契
沖
に
至
る
ま
で
の
『
万
葉
集
』
の
継
承
の
一
端
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

本
報
告
に
お
い
て
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
禁
裏
御
本
は
、
ち
ょ
う
ど
仙
覚
以
降
、

契
沖
以
前
の
『
万
葉
集
』
伝
本
の
一
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
禁
裏
御
本
と
は
ど
の
よ
う
な
本
か

ま
ず
、『
万
葉
集
』
の
伝
本
の
系
統
を
示
し
、
禁
裏
御
本
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
く
。
次
の
図
は
、『
校
本
万
葉
集
』
所
収
の
主
な
伝
本
の
系

統
を
図
解
し
た
も
の
で
あ
る
（（　

）
内
の
漢
字
一
字
は
写
本
の
略
号（

２
））。

【『
万
葉
集
』
の
主
な
伝
本
と
そ
の
系
統
】

［
一
］
非
仙
覚
本
（
次
点
本
）

一
、
平
仮
名
訓
本
…
…
元
暦
校
本（
元
）、
類
聚
古
集（
類
）

二
、
片
仮
名
訓
本
…
…
広
瀬
本（
広
）、
細
井
本［
巻
四
～
六
］（
細（
二
））、

紀
州
本［
巻
一
～
十
］（
紀
）

［
二
］
仙
覚
本
（
新
点
本
）

一
、
仙
覚
寛
元
本
…
…
神
宮
文
庫
本
（
宮
）、
細
井
本［
巻
四
～
六
を
除
く
］

（
細
／
細（
一
））

二
、
仙
覚
文
永
本

Ⅰ
、
文
永
三
年
本
…
西
本
願
寺
本［
巻
十
二
以
外
］（
西
）

Ⅱ
、
文
永
十
年
本　

１
、
頼
直
本
…
陽
明
本（
陽
）、
温
故
堂
本（
温
）

２
、
寂
印
成
俊
本　

①
錯
簡
本
…
大
矢
本（
矢
）、
近
衛
本（
近
）

②
中
院
本
…
京
大
本（
京
）

禁
裏
御
本『
万
葉
集
』に
お
け
る
今
川
範
政

　
　
　
―
中
世
か
ら
近
世
へ
の
万
葉
集
受
容
―

 

大
石　

真
由
香
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の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
、
禁
裏
御
本
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
禁
裏
御
本
は
、
室
町
時
代
の

武
家
歌
人
で
あ
る
今
川
範
政
が
仙
覚
文
永
本
を
も
と
に
仙
覚
寛
元
本
系
の
「
由

阿
三
代
相
伝
本
」
を
校
合
し
、
独
自
に
校
訂
し
た
本
と
推
測
さ
れ
る（

５
）

。

範
政
は
、
武
家
歌
人
で
あ
り
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
今
川
了
俊
を
輩
出
し

た
駿
河
今
川
家
の
第
四
代
当
主
で
あ
る
。
了
俊
の
兄
範
氏
の
子
で
あ
る
泰
範
を

父
に
持
つ
た
め
、範
政
に
と
っ
て
了
俊
は
大
叔
父
に
あ
た
る
。井
上
宗
雄（

６
）

は
、「
範

政
が
古
典
・
歌
書
を
書
写
・
校
合
す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
管
見
に
入
つ
た

資
料
に
よ
る
と
、
応
永
廿
年
代
に
お
い
て
で
あ
る
。」「
範
政
の
学
統
は
、
鎌
倉

系
を
承
け
た
も
の
で
、
仙
覚
…
由
阿
―
澄
雅
―
澄
守
―
慈
澄
よ
り
範
政
に
至
つ

た
と
も
い
わ
れ
る
が
（
静
岡
市
史
）、
但
し
由
阿
と
冷
泉
為
秀
と
の
親
交
、
為

秀
―
了
俊
の
関
係
、
更
に
は
了
俊
の
万
葉
学
の
造
詣
の
深
さ
（
落
書
露
顕
等
）、

ま
た
そ
の
藤
沢
滞
在
（
応
永
六
、七
年
―
―
由
阿
は
藤
沢
の
僧
）
等
々
に
よ
つ
て
、

了
俊
を
介
し
て
範
政
に
来
た
点
も
一
応
想
像
さ
れ
よ
う
。」
と
、
範
政
と
了
俊

と
の
学
問
上
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、「
上
級
武
家
が
、
そ
の
権
力
と

経
済
力
と
を
背
景
に
、
相
応
の
教
養
を
持
つ
て
積
極
的
に
文
化
を
求
め
た
精
神

は
、
室
町
期
に
お
け
る
下
剋
上
の
風
潮
の
反
映
で
、
い
わ
ば
文
化
的
下
剋
上
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
文
化
の
地
域
的
・
階
層
的
普
及
化
が
顕
著
に

進
ん
だ
結
果
現
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
範
政
は
そ
う
い
う
傾
向
を
最
も
強
く
体

現
し
た
人
で
あ
つ
た
。」
と
範
政
の
学
問
を
評
価
す
る
。
禁
裏
御
本
は
、
室
町

時
代
に
文
化
的
に
も
武
家
が
活
躍
し
た
こ
と
を
背
景
に
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で

『
万
葉
集
』
の
伝
本
は
、
大
き
く
非
仙
覚
本
と
仙
覚
本
と
に
分
か
れ
る
。
仙

覚
本
は
、
仙
覚
に
よ
る
『
万
葉
集
』
の
本
文
校
訂
の
成
果
を
反
映
し
た
本
で
あ

る
。
こ
れ
を
新
点
本
と
も
言
う
。
一
方
、
仙
覚
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
な
い

本
、
つ
ま
り
仙
覚
よ
り
古
い
系
統
の
本
の
こ
と
を
非
仙
覚
本
、
あ
る
い
は
次
点

本
と
言
う
。
禁
裏
御
本
は
仙
覚
本
の
一
種
で
あ
る
。

仙
覚
本
は
大
き
く
二
種
に
分
か
れ
る
。
源
親
行
に
よ
る
『
万
葉
集
』
の
校
勘

作
業
を
仙
覚
が
受
け
継
ぎ
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
完
成
し
た
の
が
仙
覚

の
一
度
め
の
校
訂
本
、
す
な
わ
ち
仙
覚
寛
元
本
で
あ
る
。
こ
の
寛
元
本
の
段
階

で
は
、
一
つ
の
本
文
に
対
し
、
左
右
に
多
く
の
訓
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
な
お
不
審
の
文
字
が
多
か
っ

た
た
め
、
仙
覚
は
更
に
多
く
の
本
を
校
合
し
、
二
度
め
の
本
文
校
訂
を
行
っ
た
。

こ
れ
が
仙
覚
文
永
本
で
あ
る（

３
）

。
文
永
本
巻
一
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
多
数
の
訓
を

併
記
し
た
寛
元
本
の
方
針
で
は
ど
の
訓
が
最
善
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

文
永
本
で
は
最
も
優
れ
た
訓
の
み
を
漢
字
の
右
に
「
一
筋
に
」
書
く
こ
と
に
し

た
と
い
う
。
こ
う
し
て
文
永
本
で
は
、
寛
元
本
に
お
い
て
集
め
ら
れ
た
多
く
の

古
い
訓
が
捨
て
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【『
万
葉
集
』
の
主
な
伝
本
と
そ
の
系
統
】
の
「［
二
］
仙
覚
本
（
新
点
本
）」

の
項
目
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
存
す
る
仙
覚
本
系
の
伝
本
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
文
永
本
で
あ
る
。
寛
元
本
系
の
本
も
二
本
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ

も
寛
元
本
と
し
て
は
不
完
全
と
言
わ
れ
て
い
る（

４
）

。
つ
ま
り
、
多
く
の
訓
が
捨
て

去
ら
れ
る
以
前
の
『
万
葉
集
』
の
す
が
た
を
知
る
こ
と
は
困
難
な
状
態
に
あ
る
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の
書
き
換
え
や
追
加
の
部
分
は
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
一
方
、
中
世
・
近

世
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
受
容
・
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、
そ
の

中
に
範
政
の
意
図
に
よ
る
影
響
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
今
川
範
政
に
よ
る
本
文
校

訂
に
、
ど
の
程
度
、
範
政
自
身
の
意
図
が
反
映
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

二
、
禁
裏
御
本
と
次
点
本

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
禁
裏
御
本
は
文
永
本
と
寛
元
本
の
両
本
を
校
勘
資
料

と
し
た
校
訂
本
文
（
混
態
本
文
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
京
大
国

文
研
究
室
本
や
そ
の
他
禁
裏
御
本
書
入
本
に
は
、
現
存
す
る
仙
覚
校
訂
本
の
い

ず
れ
と
も
一
致
せ
ず
、
次
点
本
と
の
み
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
部
分
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
夙
に
山
崎
福
之
が
類
聚
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入
に
つ
い
て

論
じ
る
中
で
、
京
大
本
代
赭
書
入
の
元
の
本
で
あ
る
禁
裏
御
本
に
つ
い
て
「
む

し
ろ
非
仙
覚
系
諸
本
の
系
列
の
中
に
位
置
付
け
る
べ
き
性
質
を
よ
り
多
く
含
ん

で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
言
及
し
て
い
る（

８
）

。
し
か
し
そ
の
後
、
田
中

大
士
に
よ
っ
て
「
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
訓
が
、
一
見
仙
覚
寛
元
本
と
合
致

し
な
い
訓
が
多
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
は
、
現
存
す
る
寛
元
本
系
等

（
マ
マ
）の
神
宮
文

庫
本
（
及
び
細
井
本
）
が
寛
元
本
と
し
て
純
粋
で
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、

む
し
ろ
、
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
訓
に
こ
そ
寛
元
本
の
訓
が
一
貫
し
て
残
っ

あ
る
。

禁
裏
御
本
の
大
き
な
価
値
は
、
そ
の
中
か
ら
寛
元
本
の
要
素
を
抽
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
存
本
に
善
本
の
な
い
寛
元
本
の
す
が
た
を
高
い
精
度
で
復
元

で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
本
は
、
原
本
も
忠
実
な
写
本
も
存
在

し
な
い
、
い
わ
ば
「
幻
の
本
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
報
告
者
の
こ
れ
ま
で
の

調
査
に
よ
っ
て
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
所
蔵
さ
れ
る
零
本
七
冊
の

『
万
葉
集
』
写
本
（
請
求
番
号
：
国
文
貴
／
／
Ｄ
ｃ
／
／
２
／
／
貴
重
。
以
下
、
こ
れ

を
「
京
大
国
文
研
究
室
本
」
と
記
す
）
の
う
ち
、
巻
二
、
三
が
禁
裏
御
本
の
転
写
本

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た（

７
）

。
次
の
図
は
、
禁
裏
御
本
に
関
わ
る

伝
本
系
統
の
想
定
図
で
あ
る
。

―
―
神
宮
文
庫
本

（
寛
元
本
）―
―
（
由
阿
本
）（

禁
裏
御
本
）
―
（
○
）
―
京
大
国
文
研
究
室
本

―
（
文
永
本
）
―
（
寂
印
成
俊
本
）
―
（
中
院
本
）
―
京
大
本

＊
（　

）
は
原
本
が
現
存
し
な
い
伝
本
。
―
は
書
写
関
係
、
→
は
校
合
・
参
照
。

本
報
告
で
は
、
京
大
国
文
研
究
室
本
を
主
た
る
対
象
と
し
、
禁
裏
御
本
の
性

格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
禁
裏
御
本
に
、
そ
の
校
訂
者
で
あ
る
今
川
範
政
の
意

図
や
創
見
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
禁
裏
御
本
を

用
い
て
寛
元
本
の
復
元
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
今
川
範
政
の
意
図
的
な
本
文
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（
ユ
カ
ム
去
イ
／
赭
）

〔『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
の
異
同
〕

・
吉
…
…
類
、
紀
、
宮
、
細
、
西
、
温
、
陽
、
矢
、
近
、
無
、
附

・
去
…
…
広

・
告
…
…
京
（
左
赭
「
去
イ
」（

（1
（

）

・
ヨ
ケ
ム
（
ン
）
…
…
類
、
広
、
紀
、
宮
、
細
、
西
、
温
、
陽
、
矢
、
近
、
京
（
左

赭
「
ユ
カ
ム
」）、
附

二
八
九
歌
結
句
末
尾
の
文
字
に
着
目
す
る
。
京
大
国
文
研
究
室
本
は
「
吉
」

を
本
文
と
し
、「
去
」
を
イ
本
注
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
イ
本
」
と
し
て
掲
出

さ
れ
る
「
去
」
は
、
主
要
な
伝
本
中
、
次
点
本
系
の
広
瀬
本
と
の
み
一
致
す
る（

（1
（

。

こ
の
イ
本
注
記
は
、
常
識
的
に
見
れ
ば
校
勘
資
料
と
し
て
用
い
た
本
の
中
に

「
去
」
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

現
存
す
る
仙
覚
本
系
の
本
に
「
去
」
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
京
大
本
代
赭
書
入

が
唯
一
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禁
裏
御
本
に
の
み
残
る
本
文
と
言
っ
て
よ
い
。
こ

れ
は
つ
ま
り
、
現
存
し
な
い
「
原
・
寛
元
本
」
と
言
う
べ
き
も
の
に
「
去
」
の

書
入
が
存
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
寛
元
本
と
は
別
に
校
勘
資
料
と
し
て
次
点
本

系
の
本
を
用
い
た
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
と
軌
道
修
正
さ
れ
て
い
る（

９
）

。
田
中
論

は
首
肯
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
京
大
国
文
研
究
室
本
巻
二
、
三
の
存
在
が

確
認
さ
れ
、
禁
裏
御
本
の
す
が
た
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
禁
裏
御
本

と
次
点
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
歌
本
文
を
対
象
に
、
例
を
あ
げ
て
検
証
し
た
い
。
ま
ず
、
京

大
国
文
研
究
室
本
、
す
な
わ
ち
禁
裏
御
本
が
、
次
点
本
に
の
み
存
在
す
る
文
字

を
採
っ
て
い
る
例
を
あ
げ
る
。
本
報
告
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
京
大
国
文

研
究
室
本
と
京
大
本（

（1
（

と
を
対
校
す
る
が
、
京
大
本
に
代
赭
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、

も
う
一
つ
の
禁
裏
御
本
書
入
本
と
し
て
、陽
明
文
庫
所
蔵「
古
活
字
本
万
葉
集
」

書
入
を
併
せ
て
参
照
す
る
。
例
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
凡
例
に
従
う
。

〔
凡
例
〕

・
字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
を
用
い
る
。

・
翻
刻
の
上
部
に
、
京
大
国
文
研
究
室
本
は
京
国
、
京
大
本
は
京
本
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古

活
字
本
万
葉
集
」
は
陽
古
と
示
す
。

・
抹
消
記
号
は
取
消
線
に
統
一
し
、
連
合
符
、
訓
点
等
の
う
ち
問
題
と
な
ら
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
省
略
す
る
。

・
書
入
部
分
の
色
墨
は
（　

／
色
）
と
示
す
。

・
訓
を
掲
出
す
る
場
合
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
区
別
を
し
な
い
。

（
例
１
）
巻
三
・
二
八
九
（
京
本
は
歌
の
み
掲
出
）

丬甫
イ
本
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白
ま
ゆ
み
は
り
て
か
く
と
は
、
み
か
月
を
た
と
ふ
る
事
め
づ
ら
し
か
ら
ず
。

さ
れ
ば
い
か
な
る
夜
道
ゆ
く
人
あ
り
と
も
、
白
ま
ゆ
み
を
天
に
張
て
懸
た

れ
ば
、
山
賊
な
ど
の
お
そ
れ
あ
ら
じ
と
な
り
。

精
撰
本
（
一
六
九
〇
年
成
立
）

白
真
弓
ト
イ
ヘ
ル
ハ
三
日
月
ナ
リ
。
…
…
次
ノ
歌
ヲ
思
フ
ニ
モ
、
又
前
後

旅
ニ
テ
ヨ
メ
ル
中
ニ
入
タ
ル
ニ
付
テ
思
フ
ニ
モ
、
白
真
弓
ヲ
張
テ
天
ニ
懸

ツ
レ
バ
、
山
賊
ナ
ド
ノ
恐
ナ
ク
シ
テ
、
今
行
夜
道
ハ
ア
シ
カ
ラ
ジ
ト
ナ
ル

ベ
シ
。

契
沖
は
、
三
日
月
が
出
て
い
れ
ば
夜
道
は
明
る
く
安
全
で
あ
る
、
と
い
う
歌

意
に
解
す
る
。
い
ず
れ
も
末
尾
を
「
ヨ
ケ
ム
（
ン
）」
と
訓
み
「
良
か
ろ
う
」

の
意
に
解
し
て
い
る
が
、
題
詞
「
初
月
歌
」
の
内
容
に
合
う
の
は
『
拾
穂
抄
』

よ
り
『
代
匠
記
』
の
説
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
近
世
期
に
は
「
去
」
を
採
用
し
、「
ヨ
ミ
チ
ハ
ユ
カ
ム
（
ナ
）」
と
訓

ん
だ
注
釈
書
も
複
数
あ
る
。『
万
葉
考
槻
落
葉
』、『
万
葉
集
略
解
』『
万
葉
集
古

義
』
で
あ
る
。

・
荒
木
田
久
老
『
万
葉
考
槻
落
葉
』（
一
七
八
八
年
自
序
、
一
七
九
八
年
刊
行（

（1
（

）

夜ヨ

路ミ
チ

者ハ

将ユ
カ
ナ去
。［
今
本
に
は
、
将
吉
と
あ
り
。
天
智
紀
の
歌
に
、
た
ゞ
に

し
曳エ

鶏ケ

武ム

と
あ
れ
ば
、
え
け
む
と
も
、
よ
け
む
と
も
、
よ
む
べ
け
れ
ど
、

此
歌
に
と
り
て
は
、
ゆ
か
な
と
あ
る
が
よ
き
に
似
た
れ
ば
、
今
は
古
本

に
従
へ
り
。］

・
橘
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』（
一
七
九
六
～
一
八
一
二
年
刊
行（

（1
（

）

こ
の
場
合
、「
吉
」
を
採
る
か
「
去
」
を
採
る
か
で
訓
が
変
わ
る
。
唯
一
、

本
文
と
し
て
「
去
」
を
持
つ
広
瀬
本
は
こ
の
箇
所
を
「
ヨ
ケ
ム
」
と
訓
ん
で
い

る
が
、漢
字
と
訓
と
の
対
応
を
考
え
れ
ば
、「
将
吉
」
に
対
し
て
「
ヨ
ケ
ム
」、「
将

去
」
に
対
し
て
「
ユ
カ
ム
」
の
訓
が
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
訓
が
変
わ
れ
ば
、
解
釈
も
変
わ
る
。
当
該
歌
は
仙
覚
『
万
葉
集
註

釈
』
に
言
及
が
な
い
た
め
、
禁
裏
御
本
成
立
よ
り
時
代
は
下
る
も
の
の
、
近
世

期
の
注
釈
書
を
参
考
に
し
て
両
訓
に
よ
る
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た

い
（
引
用
部
分
の
傍
線
は
私
に
付
し
た
。
以
下
も
同
様
）。

・
北
村
季
吟
『
万
葉
拾
穂
抄
』（
一
六
八
六
年
成
立
、
一
六
九
〇
年
頃
刊
行（

（1
（

）

あ
ま天

の
は原
ら
ふ振
り
さ離
け
見
れ
ば者

し白
ら
ま真

弓弓

は張
り
て而

か懸
け
た有
る
夜夜

み路
ち
は者

よ将

けレ

ん吉

（
頭
注
）
奥
儀
抄
云
、
白
真
弓
と
は
か
た
わ
れ
月
を
云
。
…
…
愚
案
三
日
月

は
幽
な
れ
ば
半
月
の
夜
道
を
ね
が
ふ
也
。

『
拾
穂
抄
』
は
当
該
歌
結
句
を
「
夜
み
ち
は
よ
け
ん
」
と
訓
み
、「
愚
案
三
日

月
は
幽
な
れ
ば
半
月
の
夜
道
を
ね
が
ふ
也
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、当
該
歌
が
「
間

人
宿
祢
大
浦
初
月
歌
二
首
」
と
あ
る
う
ち
の
一
首
め
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
る
。

『
拾
穂
抄
』
は
歌
中
の
「
白
真
弓
張
り
て
か
け
た
る
」
を
「
半
月
」
と
解
し
た
。

三
日
月
の
夜
道
は
暗
い
の
で
半
月
の
明
る
い
夜
道
が
よ
い
、
と
解
釈
す
る
の
で

あ
る
。

・
契
沖
『
万
葉
代
匠
記（

（1
（

』

初
稿
本
（
一
六
八
七
年
頃
成
立
）
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近
世
諸
注
は
見
慣
れ
な
い
語
形
を
避
け
、「
今
本
」
の
本
文
と
は
異
な
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
解
釈
し
や
す
い
方
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
禁
裏
御
本
の
イ
本
注
記
は
ど
の
よ
う
な
態
度
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
底
本
に
し
た
本
―
文
永
本
で
あ
ろ
う
―
に
存
在
し
た
「
吉
」
を

そ
の
ま
ま
本
文
に
採
用
す
る
。
し
か
し
、
沢
瀉
の
述
べ
る
よ
う
に
、
ヨ
ケ
ム
の

語
形
に
疑
問
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、「
原
・
寛
元
本
」
に
イ
本

注
記
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
別
本
に
存
在
し
た
本
文
「
去
」
を
イ
本
注
記
し
、

「
ユ
カ
ム
」
の
訓
も
書
き
添
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
禁
裏
御
本
が
本
文
校

訂
に
用
い
た
校
勘
資
料
の
中
に
は
現
在
次
点
本
に
し
か
残
ら
な
い
本
文
が
存
在

し
、
禁
裏
御
本
は
そ
れ
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。
ま
た
、
禁
裏
御
本
の

校
訂
は
形
式
的
に
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
解
釈
を
考
え
な
が
ら
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、次
節
以
降
に
も
引
き
続
き
検
討
す
る
。

三
、
禁
裏
御
本
の
み
に
存
在
す
る
本
文
（
一
）

前
節
で
は
、
禁
裏
御
本
の
本
文
と
次
点
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

禁
裏
御
本
は
、
現
存
の
仙
覚
本
的
要
素
だ
け
で
な
く
、
次
点
本
的
要
素
を
多
分

に
含
む
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（2
（

 

。
し
か
し
禁
裏
御
本
に
は
現
存
す
る
主
要

な
伝
本
の
い
ず
れ
に
も
存
在
し
な
い
本
文
を
持
つ
箇
所
も
多
い
。
本
節
か
ら
は
、

そ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

天
原
。
振
離
見
者
。
白
真
弓
。
張
而
懸
有
。
夜
路
者
将
吉
。

あ
ま
の
は
ら
。
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
。
し
ら
ま
ゆ
み
。
は
り
て
か
け
た
る
。

よ
み
ち
は
よ
け
む
。

…
…
ヨ
ケ
ム
は
ヨ
カ
ラ
ム
と
言
ふ
な
り
。
吉
、
一
本
去
に
作
る
。
さ
ら

ば
ユ
カ
ム
と
も
ユ
カ
ナ
と
も
訓
む
べ
し
。
一
本
の
方
勝
れ
り
。

・
鹿
持
雅
澄『
万
葉
集
古
義
』（
一
八
一
八
年
頃
注
釈
了
、一
八
四
四
年
頃
修
正
了（

（1
（

）

天ア
マ
ノ

原ハ
ラ

。
振フ

リ

離サ
ケ

見ミ
レ

者バ

。
白シ

ラ

真マ

弓ユ
ミ

。
張ハ

リ

而テ

懸カ
ケ

有タ
リ

。
夜ヨ

路ミ
チ

者ハ

将ユ
カ
ム去
。

…
…
◯
夜
路
者
将
去
（
去
ノ
字
、
旧
本
に
は
吉
と
作
り
、
今
は
異
本
に

去
と
作
る
が
勝
れ
る
に
よ
る
、）
は
、
ヨ○

○
○

○
○

○
○

ミ
チ
ハ
ユ
カ
ム
と
訓
べ
し
、

◯
歌
ノ

意
は
、
天
ノ

原
に
、
白
真
弓
を
張
て
懸
た
れ
ば
、
い
か
な
る
夜
路

を
ゆ
く
と
も
、
賊
徒
妖
物
な
ど
の
お
そ
れ
は
あ
ら
じ
、
い
ざ
夜
路
は
行

む
と
云
る
な
り
、

こ
の
三
種
の
注
釈
書
は
い
ず
れ
も
、
空
に
は
三
日
月
が
架
か
っ
て
明
る
く
安

全
で
あ
る
の
で
夜
道
を
行
こ
う
、
の
意
と
解
釈
し
、「
ヨ
ケ
ム
」
よ
り
「
ユ
カ

ム（
ナ
）」の
訓
が
合
う
と
考
え
る
。
そ
の
訓
に
合
う
本
文
と
し
て「
去
」を
採
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
近
世
諸
注
の
誤
字
説
に
つ
い
て
、
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』（
一
九

五
八
年
刊
行（

（1
（

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
吉
」
が
「
去
」
に
誤
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ヨ
ケ
ム
の
形
が
後
世
用
ゐ
ら

れ
ず
、
ヨ
カ
ラ
ム
の
約
な
ど
と
い
ふ
説
が
行
は
れ
た
や
う
に
、
見
馴
れ
な

い
為
に
、
誤
字
説
が
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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・
社
師
留
烏
…
…
広
、
宮
、
細
（
一
）、
西
、
温
、
陽
、
矢
、
近
、
京
（
左
赭
「
杜

イ
」）、
無
（
一
）、
無
（
二
）、
附

・
モ
リ
シ
ト
ヽ
メ
ハ
…
…
類

・
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
…
…
広
、
細
（
二
）

・
モ
リ
シ
コ
ヒ
シ
ヲ
…
…
紀
（
左
朱
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」）

・
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
…
…
宮
、
細
（
一
）、
西
（
青
）、
温
、
陽
（
青
）、
矢
（
青
）、

近
（
青
）、
京
（
青
／
左
赭
「
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
」）、

附

当
該
歌
群
は
、
佐
伯
赤
麿
に
言
い
寄
ら
れ
た
娘
子
が
詠
ん
だ
四
〇
四
歌
と
、

そ
れ
を
承
け
て
赤
麿
の
詠
ん
だ
四
〇
五
歌
に
よ
っ
て
成
る
。
四
〇
五
歌
の
結
句

は
現
行
の
テ
キ
ス
ト
で
は
紀
州
本
の
本
文
に
従
っ
て
「
社

ヤ
シ
ロ

師シ

怨ウ
ラ
メ

焉シ

」
と
訓
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
写
本
に
「
ヤ
シ
ロ
シ
ウ
ラ
メ
シ
」
と
訓
ん
だ
本
は

存
在
し
な
い（

（2
（

。
で
は
、
こ
の
訓
に
定
ま
る
以
前
に
は
、
こ
の
歌
は
ど
の
よ
う
な

歌
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
の
か
。
本
文
、
訓
お
よ
び
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
た

上
で
、
禁
裏
御
本
の
本
文
、
訓
採
択
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、当
該
箇
所
の
本
文
は
、「
社
」
と
「
杜
」、「
怨
」
と
「
留
」、「
焉
」
と
「
烏
」

の
三
点
に
異
同
が
あ
る
。「
焉
」「
烏
」
は
字
体
の
判
別
が
非
常
に
難
し
く
通
用

字
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
た
め
、
今
回
の
検
討
対
象
と
は
し
な
い
。「
怨
」「
留
」

に
つ
い
て
も
す
べ
て
の
仙
覚
本
で
「
留
」
と
な
っ
て
お
り
、
京
大
国
文
研
究
室

本
、
京
大
本
の
二
本
に
も
異
同
が
な
い
た
め
問
題
に
し
な
い
。
問
題
と
な
る
の

は
、「
社
」
に
対
す
る
「
杜
」
の
イ
本
注
記
で
あ
る
。「
杜
」
の
本
文
を
持
つ
本

（
例
２
）
巻
三
・
四
〇
四
～
四
〇
五
（
京
本
は
歌
の
み
掲
出
）

京
国　
　

娘
子
報
シ
二

佐
伯
宿
祢
赤
麿
一

贈
ル

歌
一
首

代
イ
本

千チ

磐ハ
ヤ

破フ
ル 
神カ

ミ

之ノ

社ヤ
シ
ロ

四シ 

無ナ

有カ
リ

世セ

伐ハ 

春カ
ス

日カ

之ノ

野ノ

辺ヘ
ニ 

粟ア
ハ

種マ
カ

益マ
シ

乎ヲ

　

佐
伯
宿
祢
赤
麿
更
贈
歌
一
首

.
杜モ
リイ
本

春カ
ス

日カ

野ノ

尓ニ 

粟ア
ハ

種マ

有ケ
リ

世セ

伐ハ 

待マ
タ
ム

鹿カ

尓ニ 

継ツ
キ

而テ

行ユ
カ

益マ
シ

乎ヲ 

社
ヤ
シ
ロ
ハ

師シ

マ
ツ  

シ
カ　

ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

シ

留ル

烏シ

ル　

カ
ラ
ス

京
本　

千チ

磐ハ
ヤ

振フ
ル 

神カ
ミ

之ノ

社ヤ
シ
ロ

四シ 

無ナ

有カ
リ

世セ

伐ハ 
春カ

ス

日カ

之ノ

野ノ

辺ヘ
ニ 

粟ア
ハ

種マ
カ

益マ
シ

乎ヲ

春カ
ス

日カ

野ノ

尓ニ 

粟ア
ハ

種マ

有カ
リ

世セ

伐ハ 

待マ（
タ
ム
カ
／
青
）

鹿
尓ニ 
継ツ

キ

而テ

行ユ
カ

益マ
シ

乎ヲ 

社
（
ヤ
シ
ロ
ハ

師シ

（
マ
ツ　

シ
カ　

ニ
／
赭
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
リ　

シ

（
杜
イ
／
赭
）

留ル

烏
ヲ
／
青
）

ル
カ
ラ
ス
／
赭
）

［
参
考
］
陽
古  

春カ
ス

日カ

野ノ

尓ニ 

粟ア
ハ

種マ

有ケ
リ

世セ

伐ハ 

待マ（
タ
ム
カ
／
緑
）
鹿
尓ニ 

継ツ
キ

而テ

行ユ
カ

益マ
シ

乎ヲ

（
マ
ツ　

シ
カ　

ニ
／
紫
）

（
シ
／
紫
）

社
（
ヤ
シ
ロ
ハ

師シ

留ル

烏
ヲ
／
緑
）

（
杜モリイ　
　
　
　
　
　

カ
ラ
ス
／
紫
）

〔『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
の
異
同
〕

・
社
師
留
焉
…
…
類

・
社
師
怨
焉
…
…
紀

・
社
師
留
鳥
…
…
細
（
二
）
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に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
訓
―
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
シ
」「
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
」
で
、

歌
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

１
、「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」
訓
を
採
る
場
合

・
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈（

（2
（

』

歌
ノ

心
ニ

ヨ
リ
テ
ミ
ル
ニ
、
赤
麿
ガ
ケ
シ
ヤ
ウ
シ
ケ
ル
オ
ト
メ
ノ
ヨ
メ
ル
ト

キ
コ
エ
タ
リ
。
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
カ
ミ
ノ
ヤ
シ
ロ
シ
ナ
カ
リ
セ
バ
ト
ハ
、
サ
ダ

メ
テ
ツ
マ
ア
ル
ラ
ム
ト
オ
ソ
レ
テ
神
ノ
ヤ
シ
ロ
ニ
タ
ト
フ
ル
ナ
リ
。
…
…

カ
ス
ガ
ノ
ヽ
ベ
ニ
ハ
、
神
ノ
ヤ
シ
ロ
ノ
マ
シ
マ
セ
バ
、
ソ
レ
ニ
オ
ソ
レ
テ

ア
ハ
ヲ
モ
マ
カ
ヌ
ニ
タ
ト
ヘ
タ
ル
ナ
リ
。
モ
ロ

く
ノ
タ
ナ
ツ
モ
ノ
オ
ホ

カ
ル
ナ
カ
ニ
、
ア
ハ
ヲ
ヨ
メ
ル
コ
ト
ハ
、
ア
ハ
マ
シ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ニ
ヨ

ソ
フ
ル
也
。
又
、
ア
ハ
マ
カ
マ
シ
ヲ
ト
ハ
、
ア
ハ
ノ
タ
ネ
ヲ
マ
キ
ヲ
キ
ナ

バ
、
ツ
ヰ
ニ
ハ
ミ
ニ
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
ソ
レ
ガ
ゴ
ト
ク
ニ
、
ヤ
ガ
テ
コ
ソ

ア
ハ
ズ
ト
モ
、
オ
ソ
ル
ベ
キ
コ
ト
ダ
ニ
ナ
カ
リ
セ
バ
、
ノ
チ
ニ
モ
ア
ハ
ム

ト
チ
ギ
リ
ヲ
カ
マ
シ
ト
ヨ
メ
ル
也
。　　
　
　
　
　
　
　
（
四
〇
四
歌
注
）

和
ノ

コ
ヽ
ロ
ハ
、
ア
ハ
マ
ケ
リ
セ
バ
ト
ハ
、
ア
ハ
ム
ト
ダ
ニ
モ
チ
ギ
リ
ヲ

キ
タ
ラ
バ
マ
チ
ヤ
ス
ラ
ム
ト
、
ツ
ギ
テ
ユ
カ
マ
シ
ヲ
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
ヤ

シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
ト
ハ
、
赤
麿
ガ
心
ニ
ハ
カ
ノ
オ
ト
メ
ハ
ツ
マ
モ
ア
ラ
バ
、

ソ
レ
ガ
ナ
カ
ラ
ム
ヒ
マ
ヲ
モ
タ
ヅ
ネ
テ
ア
ハ
マ
シ
ト
イ
フ
心
也
。

（
四
〇
五
歌
注
）

こ
れ
に
拠
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、
四
〇
四
歌
は
「（
赤
麿
に
）
恐
ろ
し
い
神
の

社
（
妻
）
が
な
か
っ
た
な
ら
、
粟
を
蒔
け
ば
実
が
な
る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
に
で

が
現
存
の
主
要
伝
本
に
見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
写
本
に
共
通
し
て

「
杜
」
の
イ
本
注
記
が
あ
る
。
禁
裏
御
本
に
も
こ
の
「
杜
」
の
イ
本
注
記
が
存

在
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
こ
の
イ
本
注
記
は
一
体
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
か
。

当
該
箇
所
の
漢
字
本
文
は
諸
本
に
異
同
が
な
い
が
、
訓
に
は
異
同
が
あ
る
。

イ
本
注
記
「
杜
」
の
出
自
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
訓
の
異
同
に
つ
い

て
考
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〔『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
の
異
同
〕
に
お
い
て
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
次

点
本
に
は
「
モ
リ
シ
ト
ヽ
メ
ハ
」「
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
」「
モ
リ
シ
コ
ヒ
シ
ヲ
」

の
三
種
の
訓
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
社
」
に
あ
た
る
部
分
を
「
モ
リ
」
と
訓

ん
で
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、
寛
元
本
も
含
む
す
べ
て
の
仙

覚
本
で
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」
と
訓
ん
で
お
り
、
西
本
願
寺
本
以
下
の
文
永
本

系
の
本
で
こ
の
部
分
が
青
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仙
覚
改
訓
箇
所
と

分
か
る
。
仙
覚
本
と
非
仙
覚
本
と
で
訓
の
対
立
の
あ
る
部
分
と
言
え
る
。

京
大
国
文
研
究
室
本
の
主
訓
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
シ
」
は
仙
覚
本
系
の
本
の
訓

に
似
て
い
る
が
、
末
尾
一
字
の
「
ヲ
」
が
「
シ
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
京

大
本
に
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
の

禁
裏
御
本
由
来
の
書
入
で
あ
る
紫
の
訓
に
存
す
る
た
め
、
禁
裏
御
本
に
も
存
在

し
た
と
認
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
京
大
国
文
研
究
室
本
の
本
文
の

右
に
あ
る
「
杜モ

リ

」
の
イ
本
注
記
と
左
の
訓
「
シ
ル
カ
ラ
ス
」
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
と
、
次
点
本
の
う
ち
広
瀬
本
、
細
井
本
（
二
）
と
同
訓
に
な
る
。

仙
覚
訓
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」
と
、
京
大
国
文
研
究
室
本
の
訓
―
禁
裏
御
本
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字
義
通
り
に
「
モ
リ
」
を
神
域
の
木
立
、「
カ
ラ
ス
」
を
烏
の
意
と
す
れ
ば
、

こ
の
部
分
は
「
神
域
（
娘
子
）
を
領
有
す
る
烏
（
夫
）
が
い
る
（
か
ら
、
娘
子

に
逢
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
の
だ
が
、
な
か
な
か
逢
え
な
い
）」
と
な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
モ
リ
」
を
娘
子
、「
カ
ラ
ス
」
を
そ
の
夫
に
譬
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

仙
覚
訓
「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」
を
採
っ
た
場
合
の
歌
意
と
は
異
な
り
、「
ヤ

シ
ロ
ハ
シ
ル
シ
」「
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
」
は
い
ず
れ
も
、
赤
麿
が
逢
い
に
行
け

な
い
理
由
を
娘
子
の
側
に
あ
る
と
言
い
訳
し
た
歌
と
な
る
。前
歌
で
娘
子
が「
逢

え
な
い
原
因
は
あ
な
た
（
赤
麿
）
の
妻
に
あ
る
」
と
言
う
の
に
対
し
、
赤
麿
も

「
逢
え
な
い
原
因
は
あ
な
た（
娘
子
）の
夫
に
あ
る
」と
言
い
返
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
訓
は
い
ず
れ
も
、
当
該
歌
が
前
歌
と
同
じ
理
屈
で
言
い
返
し
た
も
の
で

あ
る
と
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
い
る（

（2
（

。
禁
裏
御
本
に
よ
る
「
ヲ
」
か
ら
「
シ
」

へ
の
変
更
は
、
単
な
る
字
形
の
近
さ
に
よ
る
誤
写
で
は
な
く
、
当
該
歌
を
そ
の

よ
う
に
解
釈
し
た
上
で
、仙
覚
本
の
訓「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
ヲ
」の「
ヲ
」を「
シ
」

で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
こ
で
、
漢
字
本
文
の
問
題
に
立
ち
戻
り
た
い
。『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸

本
に
お
い
て
、
漢
字
本
文
「
社
」
は
諸
本
に
異
同
が
な
い
。
禁
裏
御
本
系
の
本

に
「
杜
」
の
イ
本
注
記
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
イ
本
注
記
は
ど
こ
か
ら
出

て
き
た
の
か
。

先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に
、
次
点
本
で
は
漢
字
本
文
の
「
社
」
に
あ
た
る
部

分
を
い
ず
れ
の
本
で
も
「
モ
リ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
の
「
モ
リ
」
の
訓
は
、

は
な
く
と
も
将
来
的
に
は
逢
お
う
と
言
う
と
こ
ろ
だ
が
（
赤
麿
に
妻
が
い
る

よ
う
な
の
で
、
逢
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）」
と
、
赤
麿
か
ら
の
求
愛
を
拒
絶

す
る
内
容
を
、「
社
」
と
「
粟
」
を
用
い
て
譬
え
た
歌
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、

四
〇
五
歌
は
、「
逢
お
う
と
さ
え
約
束
し
て
も
ら
え
た
な
ら
、
待
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
、
何
度
で
も
逢
い
に
行
こ
う
の
に
。（
娘
子
の
）
社
（
夫
）
が
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
目
を
盗
ん
で
で
も
逢
い
に
行
こ
う
の
に
」
と
い
う
内
容
と
解
さ
れ

る
。
娘
子
が
「
あ
な
た
（
赤
麿
）
の
社
（
妻
）
が
恐
い
の
で
逢
わ
な
い
」
と
言

う
の
に
対
し
、赤
麿
は
「
あ
な
た
（
娘
子
）
の
社
（
夫
）
の
目
が
あ
る
と
し
て
も
、

（
あ
な
た
に
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
）
逢
い
に
行
く
つ
も
り
が
あ
る
」
と
返
し
た

歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２
、「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
シ
」
訓
を
採
る
場
合

こ
の
訓
は
京
大
本
を
含
む
諸
本
に
な
い
が
、
京
大
国
文
研
究
室
本
が
主
訓
と

し
て
持
つ
他
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
に
も
主
訓
の
右
に
紫
で

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
の
禁
裏
御
本
の
主
訓
は
こ
れ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
ヤ
シ
ロ
ハ
シ
ル
シ
」
と
は
「
社
は
著
し
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の

訓
を
採
っ
た
場
合
、
こ
の
部
分
の
解
釈
は
、「
社
（
娘
子
の
夫
）
の
目
は
厳
し

い
よ
う
だ
（
か
ら
、
娘
子
に
逢
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
の
だ
が
、
な
か

な
か
逢
え
な
い
）」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
禁
裏
御
本
自
体
か
、

そ
の
校
勘
資
料
か
の
い
ず
れ
か
で
片
仮
名
「
ヲ
」
を
「
シ
」
に
見
誤
っ
た
と
い

う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

３
、「
モ
リ
シ
ル
カ
ラ
ス
」
訓
を
採
る
場
合
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不ヤ

マ

シ止

（
其
ソ
ノ
／
赭
）

京
本  

吾ワ
キ

妹モ

児コ

之カ 

屋ヤ

前ト

之ノ

橘
タ
チ
ハ
ナ 

甚イ
ト

近チ
カ
シ 

殖ウ
ヘ

而テ

師シ

故ユ
ヘ

二ニ 

不ナ

ラ

ス成
者ハ

不ヤ

マ

シ止

（　

イ
／
赭
）

〔『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
の
異
同
〕

・
甚
近
…
…
類
、
広
、
紀
、
宮
、
細
（
一
）、
細
（
二
）、
西
、
温
、
陽
、
矢
、

近
、京
（
左
赭
「
イ
」
を
「
甚
」
と
結
び
右
赭
「
其ソ

ノ

」）、無
（
一
）、

無
（
二
）、
附

・
イ
ト
チ
カ
ク
…
…
類
、
広
、
紀
、
宮
、
細（
一
）、
細（
二
）、
西
、
温
、
陽

・
イ
ト
チ
カ
シ
…
…
矢
、
近
、
京
、
附

（
例
３
）
で
問
題
と
な
る
の
は
四
一
一
歌
第
三
句
で
あ
る
。
京
大
国
文
研
究

室
本
に
は「
其
近
」と
あ
り
、イ
本
注
記
は
存
在
し
な
い
。
京
大
本
は
本
文
に「
甚

近
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
イ
本
と
し
、「
其
」
を
本
文
と
す
る
旨
の
書
入
が
あ
る
。

京
大
国
文
研
究
室
本
に
は
イ
本
注
記
が
な
い
が
、
禁
裏
御
本
は
「
其
近
」
を
本

文
と
し
、「
甚
」
を
イ
本
注
記
し
た
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
に
「
其
近
」
と
い
う
本
文
を

持
つ
も
の
は
な
い
。
京
大
本
代
赭
書
入
に
「
其ソ

ノ

」
と
あ
る
の
が
唯
一
で
あ
る
。

ま
た
、
訓
も
諸
本
に
「
イ
ト
チ
カ
ク
」「
イ
ト
チ
カ
シ
」
の
二
訓
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
其ソ

ノ

」
は
本
文
、
訓
と
も
に
禁
裏
御
本
に
特
有
な
の
で
あ
る
。

で
は
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で「
其ソ

ノ

」の
本
文
、訓
が
誕
生
し
た
の
か
。本
文「
其
」

は
、
そ
も
そ
も
は
「
甚
」
の
下
部
「
匹
」
の
部
分
を
著
し
く
簡
略
化
し
、「
八
」

漢
字
本
文
「
社
」
に
合
わ
せ
て
「
ヤ
シ
ロ
」
と
訓
む
場
合
に
起
こ
る
字
余
り
を

回
避
す
る
た
め
に
発
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

次
点
本
系
の
諸
本
に
通
行
訓
に
合
わ
せ
て
本
文
が
意
改
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ

と
は
木
下
正
俊
に
よ
る
詳
細
な
報
告
が
あ
る（

（2
（

。
中
に
類
聚
古
集
、
紀
州
本
の
意

改
を
承
け
た
本
文
が
京
大
本
代
赭
書
入
に
存
在
す
る
と
い
う
例
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
当
該
例
で
も
、
現
存
し
な
い
次
点
本
の
本
文
に
「
杜
」
を
持
つ
も
の
が

あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か（

（2
（

。
つ
ま
り
禁
裏
御
本
は
、
現
存
し
な

い
「
原
・
寛
元
本
」、
あ
る
い
は
次
点
本
の
本
文
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（2
（

 

。

四
、
禁
裏
御
本
の
み
に
存
在
す
る
本
文
（
二
）

（
例
２
）
は
、
受
容
の
間
に
起
こ
っ
た
本
文
の
揺
れ
を
、
禁
裏
御
本
の
み
が

伝
え
て
い
る
例
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
も
う
少
し
複
雑
な
例
に
つ
い
て
も
検

討
を
試
み
て
お
く
。

（
例
３
）
巻
三
・
四
一
〇
～
四
一
一
（
京
本
は
四
一
一
歌
の
み
掲
出
）

京
国　
　

大
伴
坂
上
郎
女
橘
歌
一
首

橘タ
チ
ハ
ナ

乎ヲ 

屋ヤ

前ト

尓ニ

殖ウ
ヘ

生オ
ホ
シ 

立タ
テ

而ヽ

居ヰ

而テ 

後ノ
チ
ハ

雖ク
ユ

悔ト
モ 

験シ
ル
シ

将ア

ラ

メ有
八ヤ

方モ

和
歌
一
首

吾ワ
キ

妹モ

児コ

之カ 

屋ヤ

前ト

之ノ

橘
タ
チ
ハ
ナ 

其ソ
ノ

近チ
カ
ク 

殖ウ
ヘ

而テ

師シ

故ユ
ヘ

二ニ 

不ナ

ラ

ス成
者ハ

（
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ば
よ
い
の
か
。
ま
ず
、
禁
裏
御
本
の
主
訓
と
考
え
ら
れ
る
「
ソ
ノ
チ
カ
ク
」
と
、

諸
本
の
訓
「
イ
ト
チ
カ
ク
」「
イ
ト
チ
カ
シ
」
と
の
解
釈
の
相
違
を
考
え
て
お

き
た
い
。

「
ソ
ノ
チ
カ
ク
」
を
採
る
場
合
、「
あ
な
た
の
お
家
の
庭
に
植
え
て
あ
る
橘
が

あ
な
た
の
傍
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
（
あ
な
た
の
）
近
く
ま
で
来
て
言
い
寄
っ

た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
恋
を
実
ら
せ
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
歌
意
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
現
行
の
訓
は
「
イ
ト
チ
カ
ク
」
で
あ
り
、
例
え
ば
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
当
該
歌
頭
注
に
は
「
わ
た
し
の
す
ぐ
近
く
に

植
え
て
し
ま
わ
れ
た
の
だ
か
ら
。
こ
の
近
ク
は
同
じ
大
伴
氏
で
懇
意
な
仲
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。」
と
し
て
い
る（

（2
（

。

『
拾
穂
抄
』
は
当
時
の
流
布
本
で
あ
る
寛
永
版
本
に
従
い
「
い甚
と
ち近
か
し
」

と
訓
む
が
、
解
釈
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

橘
を
う
へ
て
は
実
な
る
事
を
よ
そ
へ
て
、
か
く
ち
か
づ
き
い
ひ
よ
る
か
ら

は
、い
ひ
な
び
け
ず
は
や
ま
じ
と
也
。　
　
　
　
　
　
（
四
一
一
歌
頭
注
）

こ
の
解
釈
を
も
と
に
歌
意
を
求
め
る
と
、「
橘
を
植
え
れ
ば
実
が
な
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
近
づ
い
て
言
い
寄
っ
た
か
ら
に
は
、
女
の
心
を
靡

か
せ
る
ま
で
諦
め
な
い
」と
い
う
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
解
釈
に
は「
い
と
」

に
当
た
る
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
三
句
で
「
い
と
ち
か
し
」
と
終
止
形

を
用
い
て
い
る
も
の
の
、
解
釈
は
三
句
切
れ
に
な
っ
て
い
な
い
。『
拾
穂
抄
』

の
解
釈
は
、「
ソ
ノ
チ
カ
ク
」
の
訓
を
採
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
歌
意
に
む

し
ろ
近
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
当
該
歌
を
自
然
に
読
め
ば
『
拾
穂
抄
』
の
よ

に
近
い
形
に
な
っ
た
こ
と
で
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。現
存
諸
本
は「
甚
」

で
異
同
が
な
い
も
の
の
、「
其
」
に
近
い
字
形
を
持
つ
写
本
が
、
禁
裏
御
本
作

成
の
際
の
校
勘
資
料
の
中
に
存
在
し
た
の
だ
と
報
告
者
は
考
え
る
。
字
形
の
近

さ
に
よ
っ
て
本
文
が
あ
る
一
時
期
に
意
図
し
な
い
改
変
を
蒙
る
と
い
う
意
味
で

は
、（
例
２
）
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
「
甚
」
を
採
っ

た
場
合
と
「
其
」
を
採
っ
た
場
合
と
で
明
ら
か
に
訓
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
歌
の
解
釈
も
変
わ
る
。
し
か
も
（
例
２
）
と
は
異
な
り
、
本
文
の
み
な
ら
ず

訓
も
他
本
に
な
い
独
自
訓
で
あ
る
。「
其
」
の
本
文
を
採
る
こ
と
で
訓
を
新
た

に
「
ソ
ノ
」
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
余
程
意
識
的
に

校
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

当
該
歌
は
、大
伴
坂
上
郎
女
に
よ
る
前
歌
（
四
一
〇
歌
）
に
対
す
る
「
和
歌
」

で
あ
る
。
坂
上
郎
女
歌
は
、現
在
で
は
「
橘
」
を
大
事
に
育
て
た
娘
の
譬
喩
と
し
、

好
ま
し
く
な
い
男
に
盗
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
後
悔
し
て
も
し
き
れ
な
い
、
と
娘

に
言
い
寄
る
男
を
牽
制
す
る
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
近
世
以
前
に

は
少
し
異
な
っ
た
解
釈
が
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ（

（2
（

。『
拾
穂
抄
』
四
一
〇
歌
頭
注

に
は
、「
橘
を
我
に
い
ひ
よ
る
人
に
た
と
へ
て
、
も
し
か
ろ

ぐ
し
く
逢
馴
て

後
あ
だ
な
る
事
あ
ら
ば
、
立
て
も
居
て
も
悔
る
か
ひ
あ
ら
じ
と
也
。」
と
言
う
。

『
拾
穂
抄
』は
四
一
〇
歌
を
、男
に
言
い
寄
ら
れ
る
女
自
身
の
作
と
し
て
、「
軽
々

に
逢
っ
て
後
に
実
の
な
い
こ
と
（
男
が
来
な
く
な
る
こ
と
）
が
あ
っ
た
ら
後
悔

し
て
も
し
き
れ
な
い
」
と
男
を
牽
制
す
る
歌
と
解
釈
す
る
。

こ
の
四
一
〇
歌
に
対
し
、
四
一
一
歌
を
男
の
ど
の
よ
う
な
返
答
と
解
釈
す
れ
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蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
紫
書
入
の
二
本
に
共
通
す
る
禁
裏
御
本
の
す
が
た

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
禁
裏
御
本
に
つ
い
て
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
京
大
本
代
赭
書
入
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
京
大
国
文
研
究
室
本
の
存
在
す
る
巻

二
、
三
以
外
の
巻
に
つ
い
て
も
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
紫
書

入
に
の
み
存
在
す
る
本
文
を
、
禁
裏
御
本
の
本
文
と
見
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
禁
裏
御
本
の
す
が
た
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
知
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

う
な
解
釈
が
生
ま
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
禁
裏
御
本
は
、
歌
の
意
味
を
考

え
た
上
で
、
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
と
沿
う
本
文
が
「
其
」
で
あ
る
と
考
え
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
本
文
を
採
っ
た
か
ら
に
は
「
ソ
ノ
」
と
訓

ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
禁
裏
御
本
は
、
歌
の
意
味
内
容
や
本
文
と
訓
の
対

応
を
考
え
な
が
ら
校
訂
を
行
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
禁
裏
御
本
に
は
現
存
す
る
文
永
本
、
寛
元
本
の
い
ず
れ
と
も

一
致
せ
ず
次
点
本
に
の
み
残
る
本
文
や
独
自
本
文
を
持
つ
例
が
あ
る
こ
と
、
し

か
し
そ
れ
は
独
自
本
文
の
場
合
に
お
い
て
も
恣
意
的
に
本
文
を
改
変
し
た
の
で

は
な
く
、
校
勘
資
料
に
近
い
字
形
を
持
つ
も
の
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
歌
の
解
釈
を
考
え
た
上
で
本
文
、
訓
を
採
否
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
歌
の
意
味
を
ま
ず
考
え
、
そ
れ
に
対
応
す
る
本

文
、
訓
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
方
針
は
、
実
は
近
世
初
期
の
北
村
季
吟
や
藤
原

惺
窩
の『
万
葉
集
』に
対
す
る
態
度
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
、『
万

葉
集
』
を
「
和
歌
と
し
て
ど
う
読
む
か
」
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
く
態
度
と

考
え
ら
れ
る
。
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
受
容
の
あ
り
よ
う

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
態
度
に
よ
る
『
万
葉
集
』
の
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
理
解
し
た
上
で
禁
裏
御
本
を
扱
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
京
大
本
代
赭
書
入
に
は
な
く
京
大
国
文
研
究
室
本
と
陽
明
文
庫
所

注
（
１
）『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
～
一
九
九
七
年
）、『
和
歌
文
学

大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
2
）
諸
本
の
名
称
、略
称
は
原
則
と
し
て
『
校
本
万
葉
集
』
に
従
う
が
、神
田
本
（
神
）

に
つ
い
て
は
現
在
の
研
究
状
況
に
合
わ
せ
て
紀
州
本
（
紀
）
と
す
る
。

（
3
）『
校
本
万
葉
集
』
首
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
三
一
年
）「
万
葉
集
諸
本
系
統
の

研
究
」
第
二
章
「
万
葉
集
諸
本
分
類
の
基
準
」
第
一
節
「
訓
点
の
種
類
」
第

四
項
「
新
点
本
（
仙
覚
本
）」（
二
六
五
～
二
六
八
頁
）。

（
4
）
寛
元
本
の
代
表
と
さ
れ
る
神
宮
文
庫
本
で
さ
え
、「
仙
覚
以
前
の
訓
を
漢
字
の

右
に
附
し
た
巻
も
、
仙
覚
の
訓
を
漢
字
の
右
に
附
し
た
巻
も
あ
つ
て
一
定
し

な
い
。
大
体
に
於
い
て
、
仙
覚
の
寛
元
本
の
純
粋
な
ら
ざ
る
一
伝
本
と
は
認

む
べ
き
も
の
ゝ
や
う
で
あ
る
。」（『
校
本
万
葉
集
』
首
巻（
３
）「
万
葉
集
諸
本
解

説
」
第
一
部
「
古
写
本
お
よ
び
古
刊
本
」
第
十
七
類
「
神
宮
文
庫
本
」（
一
六

一
頁
））
と
言
わ
れ
る
。

（
5
）
武
田
祐
吉
『
万
葉
集
書
志
』（
古
今
書
院　

一
九
二
八
年
）「
万
葉
集
仙
覚
本
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の
研
究
」
前
編
「
万
葉
集
仙
覚
本
の
成
立
お
よ
び
そ
の
伝
来
」
第
四
章
「
万

葉
集
仙
覚
本
の
伝
来
」、『
校
本
万
葉
集
』
首
巻（
３
）「
万
葉
集
諸
本
解
説
」
第

一
部
「
古
写
本
お
よ
び
古
刊
本
」
第
十
四
類
「
中
院
本
（
寂
印
成
俊
本
の
二
）」

二
十
八
「
京
都
帝
国
大
学
本
万
葉
集
」、
上
田
英
夫
『
万
葉
集
訓
点
の
史
的
研

究
』（
塙
書
房　

一
九
五
六
年
）
第
二
篇
第
一
章
「
仙
覚
寛
元
本
」
第
二
章
「
神

宮
文
庫
本
と
禁
裏
御
本
」、
小
川
靖
彦
『
萬
葉
学
史
の
研
究
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
七
年
）
第
四
部
「
仙
覚
の
萬
葉
学
の
行
方
」
第
一
章
「
筑
後
入
道
寂

意
（
源
孝
行
）」
八
「
仙
覚
の
「
後
継
者
」
―
由
阿
に
よ
る
相
伝
系
図
の
創
出
」

等
に
論
考
が
あ
る
。

（
6
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』（
風
間
書
房　

一
九
六
一
年
）

第
三
章
「
応
永
末
期
の
歌
壇
」
７
「
今
川
範
政
」（
八
九
～
九
四
頁
）。

（
7
）
平
成
三
十
年
度
上
代
文
学
会
大
会
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
七
日　

於
皇
學

館
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
こ
れ
を
再
構
成
し
た
拙
稿
「
京
都
大

学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
」
を
『
岐
阜
聖
徳
学
園

大
学
国
語
国
文
学
』
三
八
号
（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
会　

二
〇

一
九
年
三
月
予
定
）
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

（
8
）
山
崎
福
之
「
類
聚
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入
」『
萬
葉
』
一
一
三
号
（
一
九
八
三

年
三
月
）。

（
9
）
田
中
大
士
「
万
葉
集
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
性
格
―
―
仙
覚
寛
元
本
の
原

形
態
―
―
」『
国
語
国
文
』
八
一
巻
八
号
（
二
〇
一
二
年
八
月
）。

（
10
）
本
報
告
に
お
け
る
京
大
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・〔
曼
朱

（
マ
マ
）
院
本
〕万
葉
集（
請

求
番
号
：
４

－
23
／
マ
／
2
貴
別
。https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/
item

/rb00013506

）
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研

究
（
特
定
研
究
）
研
究
成
果
報
告
書
『
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的

研
究　

資
料
編
』（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館　

共
同
研
究（
特

定
研
究
）「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
」
編　

二
〇
一
七
年
三

月
）
を
併
せ
て
参
照
し
た
。

（
11
）
京
大
本
本
文
は
「
告
」
と
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
諸
本
の
状
況
か
ら
考
え

て
も
、
訓
の
あ
り
よ
う
か
ら
も
、
京
大
本
の
「
告
」
は
「
吉
」
の
単
独
誤
写

で
あ
ろ
う
。

（
12
）
山
崎（
８
）
は
、
類
聚
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入
が
、「
数
あ
る
非
仙
覚
本
の
う
ち
冷

泉
本（
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
：
報
告
者
注
）お
よ
び
神
田
本（
紀
州
本
：
報
告
者
注
）

と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
最
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
、
冷
泉
本
系
の

訓
と
系
統
的
に
近
く
、「
神
田
本
は
そ
れ
に
次
ぐ
密
接
な
関
係
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
類
聚
古
集
の
片
仮
名
訓
書
入
は
、
現
存
す
る

次
点
本
系
の
い
ず
れ
か
一
本
の
み
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
冷

泉
本
系
と
最
も
近
く
、
次
に
紀
州
本
と
近
い
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
禁
裏
御
本
に
存
在
す
る
次
点
本
の
性
質
と
共
通
す
る
。
中
世
に
お

け
る
次
点
本
受
容
の
様
相
と
し
て
一
つ
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

研
究
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
13
）『
万
葉
拾
穂
抄
』
の
引
用
は
、
古
典
索
引
刊
行
会
編
『
万
葉
拾
穂
抄　

影
印
／

翻
刻　

Ⅰ
』（
塙
書
房　

二
〇
〇
二
年
）
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。
翻
刻
に
は

必
ず
し
も
従
わ
ず
、
濁
点
・
句
読
点
等
は
私
に
付
し
た
。
以
下
、『
拾
穂
抄
』

と
記
す
。

（
14
）『
万
葉
代
匠
記
』
の
引
用
は
、『
契
沖
全
集　

第
二
巻
』（
岩
波
書
店　

一
九
七

三
年
）
に
拠
っ
た
。
濁
点
は
私
に
付
し
た
。
以
下
、『
代
匠
記
』
と
記
す
。

（
15
）『
万
葉
考
槻
落
葉
』
の
引
用
は
、『
万
葉
集
叢
書
第
四
輯　

万
葉
考
槻
落
葉
』（
臨

川
書
店　

一
九
七
二
年
）
に
拠
っ
た
。
以
下
、『
槻
落
葉
』
と
記
す
。

（
16
）『
万
葉
集
略
解
』
の
引
用
は
、『
覆
刻
日
本
古
典
全
集　

万
葉
集
略
解
一
』（
現

代
思
潮
社　

一
九
八
二
年
）
に
拠
っ
た
。

（
17
）『
万
葉
集
古
義
』
の
引
用
は
、
宮
内
省
原
本
全
十
冊
『
万
葉
集
古
義
二
巻
』（
国

書
刊
行
会　

一
八
九
八
年
）
に
拠
っ
た
。

（
18
）『
万
葉
集
注
釈
』
の
引
用
は
、『
万
葉
集
注
釈　

巻
第
三
』（
中
央
公
論
社　

一
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九
五
八
年
）
に
拠
っ
た
。

（
19
）
こ
の
例
の
他
、
巻
二
・
一
九
四
歌
一
云
、
一
九
七
歌
結
句
、
二
三
〇
歌
第
二
〇
句
、

巻
三
・
四
二
〇
歌
第
三
三
句
等
に
例
が
あ
る
。

（
20
）
こ
れ
ら
が
本
来
の
寛
元
本
に
存
在
し
た
本
文
で
あ
る
の
か
、
寛
元
本
の
う
ち

範
政
が
校
勘
資
料
と
し
た
「
由
阿
三
代
相
伝
本
」
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た

古
次
点
本
の
本
文
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
範
政
が
複
数
の
本
を
校
訂
に
用

い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
21
）「
ヤ
シ
ロ
シ
ウ
ラ
メ
シ
」
は
、『
槻
落
葉
』
が
提
唱
し
た
訓
で
あ
る
。
そ
れ
を

沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
が
認
め
、
以
降
、
現
代
諸
注
釈
に
継
承
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

（
22
）『
万
葉
集
註
釈
』
の
引
用
は
、
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
別
巻
二
『
仁
和

寺
蔵
万
葉
集
註
釈
』（
臨
川
書
店　

一
九
八
一
年
）
に
拠
っ
た
。
濁
点
、
句
読

点
は
私
に
付
し
た
。

（
23
）
現
行
の
訓
「
ヤ
シ
ロ
シ
ウ
ラ
メ
シ
」
も
こ
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
い
る
。
沢

瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
に
も
「
こ
の
場
合
の
「
社
」
は
、
前
の
歌
の
「
社
」

が
男
に
つ
い
て
ゐ
る
女
を
た
と
へ
た
や
う
に
、
こ
れ
は
女
に
つ
い
た
男
を
た

と
へ
た
の
で
、
同
じ
言
葉
を
用
ゐ
て
、
内
容
を
逆
に
し
た
も
の
だ
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
。」（
四
七
一
頁
）
と
述
べ
る
。

（
24
）
木
下
正
俊
「
万
葉
集
写
本
の
意
改
」『
万
葉
集
論
考
』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇

〇
年
）。

（
25
）
た
だ
し
、
例
え
ば
巻
二
・
二
〇
二
歌
の
「
神
社
」
は
、
広
瀬
本
を
含
む
す
べ

て
の
『
校
本
万
葉
集
』
所
収
諸
本
で
「
モ
リ
」
と
訓
ま
れ
て
お
り
、
漢
字
本

文
「
社
」
の
ま
ま
「
モ
リ
」
と
訓
む
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）
京
大
国
文
研
究
室
本
の
な
い
巻
で
は
あ
る
が
、
巻
四
・
五
六
六
歌
結
句
等
に
も
、

現
存
し
な
い
次
点
期
の
本
文
を
禁
裏
御
本
の
み
が
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

例
が
あ
る
。
報
告
者
は
こ
れ
ら
の
本
文
を
禁
裏
御
本
に
よ
る
意
改
で
は
な
く
、

現
存
伝
本
に
は
残
ら
な
い
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
受
容
の
す
が
た
を
禁

裏
御
本
の
み
が
今
に
伝
え
て
い
る
例
と
考
え
た
い
。
な
お
、
佐
竹
昭
広
「
万

葉
集
本
文
批
判
の
一
方
法
」（『
佐
竹
昭
広
集
』
第
一
巻　

岩
波
書
店　

二
〇

〇
九
年
）
に
は
、
古
次
点
期
の
訓
読
の
ほ
う
に
こ
そ
、
本
文
が
誤
脱
す
る
以

前
の
『
万
葉
集
』
の
す
が
た
を
と
ど
め
て
い
る
例
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

（
27
）
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
、（

（1
（

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
①
』（
小

学
館　

一
九
九
四
年
）
等
。

（
28
）
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
に
当
該
歌
注
は
な
い
。

（
29
）『
代
匠
記
』
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
初
稿
本
に
「
親
属
に
て
も
あ
る
を
、

宿
の
ち
か
き
に
た
と
へ
て
、
君
が
う
へ
を
き
し
橘
な
れ
ば
、
そ
れ
を
お
る
ご

と
く
む
か
へ
と
り
て
、
我
ぬ
し
と
な
ら
ん
と
い
ふ
心
を
、
な
ら
ず
は
や
ま
じ

と
い
へ
り
。」、
精
撰
本
に
「
親
族
ナ
ル
ヲ
近
キ
ニ
タ
ト
フ
。
落
句
ハ
、
実
ニ

ヨ
セ
テ
聟
ニ
ナ
ラ
ズ
ハ
ヤ
マ
ジ
ト
ナ
リ
。」
と
あ
る
。

（
30
）
拙
著
『
近
世
初
期
『
万
葉
集
』
の
研
究
―
北
村
季
吟
と
藤
原
惺
窩
の
受
容
と

継
承
―
』（
和
泉
書
院　

二
〇
一
七
年
）。

【
附
記
】
本
稿
は
、
第
十
回
万
葉
文
化
館
委
託
共
同
研
究
成
果
報
告
／
第
十
五
回

万
葉
古
代
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々
の

よ
ん
だ
万
葉
集
」（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
二
日　

於
奈
良
県
立
万
葉

文
化
館
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。




